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정세 情勢 

 ４月１０日に投開票される韓国国会議員

総選挙。「尹錫悦（ユン・ソンニョル）政

権審判！」を掲げた民主改革進歩比例選挙

連合「共に民主連合」の選挙準備が進んで

いる。比例区の候補者（３０人）について

は、「共に民主党」（２０人）と進歩党

（３人）、新進歩連合（３人）はすでに名

簿を確定した。市民社会が推薦する国民候

補（４人）は公開オーディションを通じて

確定したが、与党「国民の力」と保守メ

ディアなどが青年、農民代表の女性２人に

対し、反米・反基地運動の前歴を取り上げ

て不当な攻撃を加え、２人は候補を辞退。

市民社会側は３月１７日、人権と民弁部門

から２人を補充した。 

 共に民主連合を構成する共に民主党、進

歩党、新進歩連合の３野党は、地域区でも

国民の力との「１対１」の構図をつくるた

めに候補一本化に努力している。釜山蓮堤

区では１６日、進歩党予備候補が世論調査

を通じて共に民主党予備候補を抑え地域区

候補に選出された。 

 元法務部長官の曺国（チョ・グック）祖

国革新党代表は１７日、「総選挙後の最初

の課題は、尹錫悦大統領夫妻と権力核心部

分の不正を明らかにし処罰すること」だと

強調した。祖国革新党は比例区は同党、地

域区は共に民主党への投票を呼び掛けてい

る。 

 政府・与党に対し、△光州民衆抗争や済

州４・３民衆抗争への誹謗中傷や植民地支

配を美化する親日暴言が与党候補者から続

発していること△海兵隊兵士殉職事件に関

連した高位公職者犯罪捜査処の捜査を避け

るため、李鐘燮（イ・ジョンソプ）前国防

部長官をオーストラリア大使に任命し赴任

させたこと△黄相武（ファン・サンム）大

統領室市民社会首席秘書官がメディアをテ

ロ脅迫する発言をしたこと△尹大統領が地

方を巡回しながら開催する民生討論会で、

総選挙を意識した「ばらまき公約」を乱発

していることなどをめぐり、国民的批判が

広がっている。 

 こうした中、総選挙への悪影響を憂慮す

る声が党内から出始め、韓東勲（ハン・ド

ンフン）総括選対委員長は候補者の「処

置」や大統領室への「善処」要請を取らざ

るを得なくなった。 

 在外同胞は総選挙で比例区（政党）のみ

投票できる。期間は３月２７日から４月１

日。総選挙では民主改革進歩連合に票を集

め尹政権を厳しく審判すると共に、進歩政

党の議会進出を広げなければならない。 

●４月総選挙、「共に民主連合」に票を集め尹政権を厳しく審判しよう！ 

「共に民主連合」結党大会 
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 韓国では統一運動団体を中心に、朝鮮の対南政策の転換にどのように対応するのか、議論が

進行すると共に、具体的な実践も始まっている。こうした中、イ・ジョンフン統一時代研究所

（韓国進歩連帯の付設研究所）研究員は民プラス（３月５日）に発表した「戦争と平和協定、

対北敵視政策の存廃にかかっている」を通じて、△朝鮮の対南政策の変更は、敵対的２国家維

持という「現状維持」政策ではなく、敵対的南北関係を「終結」させる超強硬「現状打開」戦

略と判断し△その「現状打開」戦略を、戦争ではなく、「南・北・米が戦争状態を終結し、平

和協定を締結し、相互に正常な国家関係へと転換するもの」ととらえ△そのために韓米が対朝

鮮敵視政策を放棄することを主張した。一部（１と４）省略し紹介する。 

 

２．北（朝鮮）、新しい類型の現状打開戦略を試みる 

 北の対南政策の変化はおよそ８０年の対南事業に対する冷徹な総合評価に基づいている。米

国に隷属した南韓政府とは（平和）統一が不可能だという結論である。属国・大韓民国の吸収

統一政策と北の政権壊滅戦略の中止を期待するのも錯誤という評価である。したがって、大韓

民国（政府）族属をこれ以上、同族として見ず、同族として対したすべての政策（対南、統一

政策）を完全に廃棄するということである。 

 北の対南認識が２０２３年１２月末、朝鮮労働党中央委全員会議を基点に完全に転変されな

がら、北の統一政策自体が廃棄された。分断以後初めて北は大韓民国（南朝鮮）をこれまでと

は異なる視点で見ている。もちろん、これは北が「チュチェ（主体）の民族概念」自体を否定

するものではなく、南韓同胞が新しいある他民族ということを意味するものでもない。同族で

はない奇異な傀儡（かいらい）族属が代表する大韓民国「政府」と、同族である全体「人民」

を分離して見ている。すなわち、大韓民国政府を交戦中の敵国政府としてだけ規定している。 

 現在、新しい判断と政策で南北関係と周辺国関係に根本的変化を推進するのは、誰が見ても

北（朝鮮）である。それならば、北の変化した政策の目的と意図は何だろうか？ 北の政策変

化が意味するものが、南と北という敵対的「２国家維持」という「現状維持」政策ではないと

いう点は明確である。北（朝鮮）の政策は逆に敵対的な南北関係を「終結」しようとする超強

硬「現状打開」戦略と判断される。これをもう少し詳細に見てみよう。 

 現状維持の内容には次の二つの意味がある。「戦争状態」維持と「分断状態」維持である。 

 （１）南北が異なる国で永久分離されること（１民族２国家、分断状態維持） 

 （２）南北の戦争状態と敵対関係がそのまま維持されること（交戦中の敵対関係、戦争状態

維持） 

 米国の対朝鮮半島政策の一つである「二つの韓国政策」の目的がまさに「現状維持」政策で

ある。これに並行し米国は対北敵視政策である北の政権崩壊政策（侵略併合、吸収統一）をお

よそ８０年間、執拗に実行している。一言で言うと、米国の朝鮮半島政策の基本は、平和でも

戦争でもない慢性的な朝鮮半島戦争危機体制である「戦時体制＋分断体制」を維持することで

ある。米国が北が提案する平和協定を必死に拒否するのは、それがこの現状維持戦略に反する

ためである。 

 それでは、分断と戦争状態を根源的になくす現状打開戦略は何であり、どうすれば可能だろ

うか？ 順に可能性を推論してみよう。 

 （１）南北政府が連合し平和的に連邦制統一を実現すること（統一国家建設、１民族１国

家） 

 （２）大韓民国と朝鮮が戦争を通じ国家併合に至ること（戦勝国の１国家で吸収併合） 

 （３）南・北・米が戦争状態を終結し、平和協定を結び、相互に正常な国家関係の樹立へと

転換すること（朝-米修交、韓国-朝鮮の関係正常化） 

 （１）の経路は、わたしたちがよく知る北の平和統一戦略である。これを今回、廃棄すると

●【記事紹介】「戦争と平和協定、対北敵視政策の存廃にかかっている」  
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北が宣言したのである。これまで、祖国統一が北の最高の至上課題であるにもかかわらず、朝

鮮半島で再び戦争が発生することを決して望まなかった。北の既存の「統一大戦」の概念も、

統一攻撃戦ではなく相手が侵略する場合の反撃戦に限定したと見ることができる。 

 したがって、これまで北は平和統一のためにも、北の社会主義建設のためにも、戦争を防ぐ

ことを何より重要な課題と見てきた。北の核武力増強政策の１次的使命が自衛力、戦争抑止力

という表現なのもそのせいだ。２０２１年１０月、金正恩（キム・ジョンウン）委員長の「わ

れわれの主敵は戦争それ自体であり、南朝鮮や米国、特定の国家や勢力ではない」とする概念

も、ここから出た表現と見ることができる。言葉のとおり、圧倒的威力で更新される不可抗力

的な最新鋭核武力で戦争自体を防ごうという内容である。 

 しかし、これらすべての対南政策が変わった。北はいまや（２）と（３）の経路を試みるも

のと見られる。北が今回の朝鮮労働党中央委全員会議以前に（２）の経路を想定したり公表し

たことはない。理由は８０年間一度も南韓（南朝鮮）を他国や同胞ではないものと考えたこと

がないからである。（３）の経路も、北が直接公表したことはなく、これは筆者の推論であ

る。その可能性もまた楽観できない希望事項だが、そうだとしても（３）の可能性についても

もう少し推論してみよう。 

 

３．対北敵視政策の廃棄、朝鮮半島の平和関係の可能性 

 北（朝鮮）が韓国との関係において同族と統一概念を消すことにより、全く想像しなかった

他の経路が新しく登場した。この経路の主な目的は現状打開であり、具体的には「（分断体制

から）南北統一へ」から朝鮮半島の「戦争問題の根源を優先解決」（戦時体制の終結）に移動

したと見ることができる。すなわち、新しい経路の当面目標は「朝鮮半島の戦時体制の終結」

と見られる。これが大韓民国に与える衝撃は朝鮮半島統一に劣らず一般人の想像を超越するも

のと見られる。 

 このような政策変化には、北が韓国との平和統一が不可能であるという判断が前提となって

いる。また、韓米の対北敵視政策が生み出す恒常的な朝鮮半島の戦争危機が再演される限り、

北の社会主義の全面的建設と、朝鮮と韓国を含む朝鮮半島と東アジアの平和関係と平和環境自

体が保障されえないという判断も溶け込んでいると見られる。もちろん、このような戦略変化

には、南韓の全般的な自主統一力量の停滞や後退にもかかわらず、北の軍事力と主体力量が飛

躍した条件と米国が失墜する国際情勢が反映されている。 

 とにかく現在、南北が合意したすべての南北関係の合意は破棄され、南北関係を規定する文

書は１９５３年に米国と朝鮮、中国が合意した停戦協定の外には何もない。北が南北関係を敵

対的交戦国である国と国の間の関係と宣言したことで、朝鮮-韓国関係という用語が新たに登

場し、従来の「北南関係」という用語は北から消えるだろう。 

 南北関係が国と国の間の他国関係であり、韓国-朝鮮が戦争中の敵対的交戦関係なら、この

関係で予想できる未来の韓国-朝鮮関係は次の三つである。これを一つずつ見てみよう。 

 （１）交流が完全に遮断された敵対的２国交戦関係（必然的に戦争発生） 

 （２）平和協定で敵対的関係が解消された２国平和関係（平和協定後に正常な交流関係) 

 （３）戦争で一つの国に併合された１国体制（１国家に吸収併合） 

 （１）の場合は、２０２４年以後、新たに規定された韓国-朝鮮関係である。これは以前の

敵対的南北関係と現象は同じだが、本質的性格が違う点は、北（朝鮮）が南（韓国）を二重に

見た視点（統一対象＋敵）から、いまは交戦中の敵国としてだけ見るという点である。これは

韓国の敵視行為がある場合、北は戦争を避けようとする努力を決してしないだろうし、「まか

り間違えば」南を平定、収復するということである。 

 このことが意味するのは、南北間で軍事的合意と衝突防止のための緩衝装置が消えた現在の

ような状態で、韓米がこれまでのように対北敵視政策を維持すれば、必然的に１００％軍事的

衝突と戦争を呼び起こすようになるという点である。すなわち、過去と異なり、これからは韓



4 

米の対北敵視政策の維持はまさに戦争発生を意味する。したがって、過去と異なり、このよう

な状態が長く維持されることは不可能である。 

 「わたしたちは、同族という修辞的表現のために、共和国政権の崩壊を企て吸収統一を夢見

る韓国傀儡との形式上の対話や協力ごときに、しかたなく力を尽くさなければならなかった、

非現実的な桎梏（しっこく）を主動的に払いのけ、明確に敵対国として規制したことに基づ

き、まかり間違えばいつでも打ち壊滅させることができる合法性を持ち、さらに強力な軍事力

を育て……」（金正恩、２月８日、国防省祝賀訪問演説) 

 （２）の経路は、現在、新しく造成された核戦争危機と深刻な状況変化を冷静に認識し、必

然的に戦争を呼ぶ相互の敵視政策と対北敵視政策を廃棄する方途を探す経路である。いわゆる

戦争危機の中で、平和交渉を通じた朝鮮-韓国-米国の３国平和関係形成である。これは望まし

い方向だが、問題は現実においてこの経路がラクダが針の穴を通るように難しいという点であ

る。ここでカギは米国の「条件のない」対北敵視政策の廃棄とそれに続く平和協定問題だ。朝

-米平和協定で在韓米軍撤収を含むのは必然である。在韓米軍が対北敵視政策の象徴であり物

理的実体だからである。 

 ここで「条件のない」いう言葉は、米国が過去のように北の非核化をこれ以上は取り上げ

ず、朝鮮と修交するという意味である。北が憲法に核保有と核武力増強政策を明記した状況

で、北を非核化することは交渉しないか戦争しようという話と同じになった。非核化交渉や北

の核凍結はトランプ大統領との朝米首脳会談が最後の機会だった。米国は良い機会を逃した。

現在、北の核保有と核武力増強の意志は逆進不可状態である。これは米国や中国に対し核凍結

し非核化しろという言葉のように、現実性がなくなった。北の非核化はいまや朝-米間の交渉

議題としては不可能である。 

 この経路が望ましいのに、非常に難しいと見る理由は、米国のこのような「条件のない」対

北敵視政策の廃棄の決断を下す可能性が希薄であると見るからである。むしろ米国はこの機会

に無謀な対北軍事的冒険主義的政策をさらに試みる可能性が高いと思われる。歴史上「帝国主

義が自ら退いた場合がない」という言葉が名言である理由だろう。 

 現在進行中の韓米の対北敵視政策を列挙すればきりがない。米国が放棄できる代表的な対北

敵視政策を簡単に列挙してみよう。 

 （１）北の首脳部を除去する斬首作戦計画、北への核先制打撃と占領計画（作戦計画５０１

５） 

 （２）北の政権崩壊の誘導と対備作戦計画（作戦計画５０２６、５０２８、５０２９、５０

３０など） 

 （３）上記の作戦計画を演習する例年的な韓米合同軍事訓練、各種の韓米日合同海上・空中

軍事訓練 

 （４）米国の核戦略資産の常時展開 

 （５）多国間海上軍事訓練、戦争対備の国連司令部の整備強化 

 （６）様々な対北経済制裁、国連を通じた制裁 

 （７）在韓米軍、国家保安法、北の領土に関連した大韓民国憲法 

などである。 

 それではもし米国が条件なしに対北敵視政策の廃棄に応じたとすれば、得られる利益は何だ

ろうか？ 米国も得られるものが明確にある。７４年続いた朝鮮との戦争を終了することで、

朝-米核戦争の危険が除去されることが一つだろう。類例のない米国本土の核戦争安保危機と

世界的核拡散危機を除去するのである。 もう一つは、北の政策変化で予想される韓国-朝鮮戦

争の結果により韓国を完全に失うようになる可能性、すなわち朝鮮に大韓民国が併合される危

険を先制的に除去することである。 

 米国は、韓国と朝鮮の戦争が発生すれば、戦略戦術核武力の集中使用を公言する朝鮮に対応

する方法が明らかにない。一言で言えば、それは避けなければならない戦争であり、対応する



5 

水準の戦争ではもうないからである。米国が言えるのは「北韓政権の終末」という外交的修辞

だけだ。米国は、朝鮮-韓国戦争が米国が介入する余地と余裕がないままに、朝鮮の勝利で終

結されることを憂慮している。 

 米国は日本に原子爆弾を投下した経験があるが、これは非核国家に対する一方的な核兵器使

用だった。米国は万が一ありうるロシア、中国との戦争も双方の核武力を使う戦争は想定しな

い。ウクライナ戦争や台湾戦争でロシアや中国が戦術核を使わないようにするのは、米国との

核戦争拡大の可能性のためである。ところが、コリア戦争は地球上で唯一、朝鮮と米国どちら

も開戦開始から核戦争を前提にしており、これを既定事実とする特異で危険千万な戦争であ

る。 

 米国が北の政策変更について驚き警戒するのは、皮肉にも北の統一政策の廃棄である。北の

統一政策と同族政策により、米国が大韓民国の存立を心配する理由は大きくなかったからであ

る。逆説的に北の同族政策と平和統一政策のために南北戦争の可能性は減り、たとえ南北間の

衝突が発生しても、同族間の全面戦争を望まない北と一定の線で統制できたという意味であ

る。ところが、いまは事情が完全に変わった。大韓民国という緩衝地帯は消えてしまい、相互

の敵視政策が招く韓国-朝鮮戦争の発生は時間の問題に変わったからである。 

 

５．戦争か、平和か、ボールは再び米国に 

 結局、すべての話は対北敵視政策の廃棄に戻る。北が願うことは朝鮮半島における戦争危機

の根源問題を除去するところにあると思われる。言い換えれば、対北敵視政策が完全に終息し

た平和な新しい朝鮮半島と東アジアの体制と見られる。 

 北はこれ以上、祖国統一を名分に戦争しないと言う。韓国と朝鮮の間に戦争が発生すれば、

いまはその性格も統一戦争ではなく、敵対国に対する壊滅、修復戦争になった。敵対国の敵視

政策が招く衝突と反撃で戦争が始まり、国家併合と革命的大事変へと帰結されるという意味で

ある。しかし、衝突の名分と原因、経路は違うが、結果的に武力統一と類似の結末と見ること

ができる。 

 現在、戦争を避ける唯一の道は、大韓民国と米国が対北敵視政策をすぐさま廃棄し、停戦協

定を平和協定へと転換し、新しい朝鮮-韓国、朝鮮-米国、朝鮮-日本の関係を開く道だけだ。 

 

 

原文 http://www.minplusnews.com/news/articleView.html?idxno=14631  

활동보고 活動報告 

●都内で尹錫悦政権弾劾集会を開催…総選挙勝利をアピール 

「東京民主実践連帯（東民連）」は３月

９日、都内で「尹錫悦（ユン・ソンニョ

ル）政権弾劾集会」を開催。韓統連・韓青

や在日同胞、ニューカマーの韓国人や日本

人が有志で参加した。 

東民連のペ・ウンミ代表が主催者あいさ

つ。「尹政権は自身を批判する市民、メ

ディアの口をふさぎ、拒否権を連発するこ
尹政権退陣を要求する参加者たち 

http://www.minplusnews.com/news/articleView.html?idxno=14631
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韓統連神奈川本部は３月１０日、川崎市

内で「韓国総選挙を考える集い」を開催し

た。文世賢（ムン・セヒョン）代表委員が

主催者あいさつ。「４月の韓国総選挙が、

今後の情勢を左右する重要な転機となる。

しっかりと学習し選挙にのぞんでいこう」

と語った。 

韓統連の李俊一（イ・チュニル）事務長

が報告。李事務長は朝鮮半島情勢を解説

後、選挙制度や各政党の特徴を解説。

「『共に民主党』と進歩政党などが選挙連

帯し結成した『共に民主連合』は、尹錫悦

（ユン・ソンニョル）政権退陣のために野

党が立場を越えて連帯した画期的なこと」

と評価。「総選挙で野党が勝利し、尹政権

を厳しく審判してこそ、弾劾・退陣への道

が開ける。戦争危機を高め、南北関係を破

綻させた尹政権をこれ以上放置することは

できない。選挙まで日が迫っているが、今

日学んだことをひとりでも多くの同胞に知

らせ、投票を促していこう」と語った。 

●韓統連神奈川が「韓国総選挙を考える集い」開催…李俊一事務長が解説 

とによって国会も封じ込めている。このよ

うな政権に韓国の未来を任せることはでき

ない」「４月の総選挙に参加し、弾劾ヘの

道を切り開こう」と語った。 

韓青中央本部の韓成祐（ハン・ソンウ）

委員長は尹政権について「国民を守る義務

があるはずの大統領が朝鮮との対決、朝鮮

の体制崩壊に固執し、韓国国民の安全を脅

かしている」と批判。韓統連の申久江（シ

ン・クガン）氏は４日から開始した韓米合

同軍事演習について「核戦争準備のための

演習であり、極めて危険だ」とし、演習中

止と尹政権弾劾を訴えた。 

 インターネットメディア「日本のメディ

アが伝えない週刊韓国ニュース」の西田尚

史氏、金床憲（キム・サンホン）氏が発

言。尹政権によるマスメディア統制と戦争

政策に怒りの声を上げた。また、アピール

しながら韓国総選挙の在外投票案内を配布

した。 

 韓統連の李俊一（イ・チュニル）事務長

が閉会あいさつ。「この間の戦争危機は米

国、韓国による対朝鮮敵視政策にあり、朝

鮮半島の平和と統一は、これらを退けなけ

ればやってこない。総選挙の勝利によって

尹政権を厳しく審判し、退陣に追い込も

う」と語った。 

総選挙について解説する李俊一事務長 

■韓統連ホームページ、日々更新しています 

韓統連ホームページでは、朝鮮半島情勢や私たちの活動予定・報告などを日々アップしてい

ます。また、講演や集会の動画を韓統連ユーチューブチャンネルで配信しています。あわせ

てぜひご覧ください。 

 

 

 

 

韓統連ホームページ 

https://chuo.korea-htr.org/ 

韓統連ユーチューブチャンネル 

https://www.youtube.com/channel/

UCg_8NZg52O1VTAMIgrXfqiQ 
韓統連ホームページ 

https://chuo.korea-htr.org/
https://www.youtube.com/channel/UCg_8NZg52O1VTAMIgrXfqiQ
https://www.youtube.com/channel/UCg_8NZg52O1VTAMIgrXfqiQ
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 ２月２４日、韓国光州で「ほうせん花Ⅲ」を

上演し、私も役者の一員として参加しました。 

 「ほうせん花」は戦時中に騙されて日本に連

れてこられた、名古屋三菱朝鮮女子勤労挺身隊

のハルモニたちの苦難を戦前から今日まで表現

した演劇です。２００３年にⅠ回目、２２年に

Ⅱ回目、今回がⅢ回目となり、光州での公演と

なりました。キャスト、スタッフは名古屋の素

人集団で総勢２４名。その他、観劇団として東

京から大阪まで２０名が参加しました。 

 光州ピッコウル文化館に約６００名の観客が

集い、康基貞（カン・キジョン）市長、原告の

ハルモニ、「光州市民の会」の会員、中学生も観劇していました。終演後はスタンディングオ

ベーションが鳴りやまず、素人集団が韓国で演劇を公演するなど不可能と思われた中、成功で

きたのは、奇跡のような瞬間でした。奇跡を起こした名古屋のメンバーと何より光州の市民の

皆さんに感謝の言葉を述べたいと思います。懇親会では原告の梁錦徳（ヤン・クンドク）ハル

モニの三男、朴相雲（パク・サンウン）氏も観劇され、梁錦徳ハルモニ役の武藤陽子さんとの

抱擁とおんぶは、光州に来たからこそ叶えることのできた感動と絆の場面でした。 

 原告らが１９４４年に日本に来てから５５年後に日本政府と三菱重工業を名古屋地裁に提

訴、それから２５年が経ちました。１９４４年からは８０年となります。しかし、三菱重工業

は原告への謝罪も補償もしてません。理由は「日韓請求権協定で解決済み」の一言です。協定

は被害者の請求権までも放棄していないことは、日本政府の国会答弁でも明確にされていま

す。私は「朝鮮半島を植民地にした責任をどう考えているのか」に尽きると考えています。植

民地とはその国の全てを奪いつくすものです。私たち在日韓国人もその流れの中に位置づけら

れるでしょう。来年で戦後から８０年。８０年の恨（ハン）をどう晴らしたらよいのか。時間

だけが過ぎていくことを韓国の原告、国民は許さないでしょう。 

 最終日の２５日は５・１８墓地に参りました。私が在日韓国人青年としてどう生きるのかに

決定的な影響を与えた「光州民衆抗争」。墓碑を眺めながら、この地で人権と平和を願い志な

かばで亡くなった方々に頭を垂れながら、その意思を果たしていく、それだけを誓ってきまし

た。 

 光州公演成功のために５００名を超える方から協賛金を頂き、海外からもクラウドファン

ディングを通じて頂きました。心から感謝申し上げます。皆様の温かいお気持ちでこの公演を

成功させることができました。挺身隊問題は光州の市民と手を取り合い、解決に向け一歩でも

進む決意です。今後ともよろしくお願いします。 

演劇「ほうせん花Ⅲ」 韓国光州で上演 
韓統連愛知本部 金源道（キム・ウォンド）事務局長 

「ほうせん花Ⅲ光州公演（筆者は右から二人目） 

「ほうせん花Ⅲ」光州公演は下記のメディアで紹介されました。 

△記事 

共同通信（日本） 

https://nordot.app/1134359627863474453 

△動画 

ＫＢＳ光州（韓国） 

https://tv.naver.com/v/47521837 

光州ＭＢＣニュース（韓国） 

https://youtu.be/wsZimX9ZM50?si=UV_HTTWBn8AM7kgn 

https://nordot.app/1134359627863474453
https://tv.naver.com/v/47521837
https://youtu.be/wsZimX9ZM50?si=UV_HTTWBn8AM7kgn
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행사예정 行事予定 

3月 

在日コリアン青年 平和統一全国アクション（東京） 

日時:３月２４日（日）午後１時３０分開始 場所：京成上野駅前 主催：在日韓国青年同盟 

連絡先:０３－４４００－５３３１（韓） 

２０２４韓国総選挙を考える集い（大阪） 

日時:３月２４日（日）午後１時３０分受付、２時開会 場所：ＫＣＣ会館 内容：講演「韓

国国会議員選挙と私たちの課題」（講師：金昌五（キム・チャンオ）韓統連大阪本部副代表

委員） 参加費:８００円（青年・学生５００円） 主催：韓統連大阪本部 連絡先:０９

０－３８２２－５７２３（崔） 

 

4月 

情勢学習会（神奈川） 

日時:４月２１日（日）午後２時開始 場所：ふれあい貸し会議室 内容：情勢講演（講師：

李俊一（イ・チュニル）事務長） 主催：韓統連神奈川本部 連絡先:０９０－１０４９－４

２６１（文） 

「連帯の夕べ」（大阪） 

日時:４月２１日（日）午後４時受付、４時３０分開会 場所：ＫＣＣ会館 内容：第１部 

記念講演（講師：宋世一（ソン・セイル）委員長） 第２部 懇親会 参加費：４０００円 

主催：韓統連大阪本部 連絡先:０９０－３８２２－５７２３（崔） 

第２７回統一マダン神戸プレイベント 

日時:４月２７日（土）午後６時３０分開場、７時開始 場所：兵庫区文化センター 内容：

韓国総選挙と朝鮮半島の「戦争と平和」（講師：宋世一（ソン・セイル）委員長） 参加

費：１０００円 主催：同実行委員会 連絡先:０９０－５０１６－６３５２（崔） 

いよいよ韓国総選挙の投票日が近づいてきました。前回の大統領選挙から事務所の近所に

投票所が設置されましたので個人的には便利ですが、全国的には依然不足しています。次

回からは改善してほしいですね。同胞のみなさん、忘れず投票に行きましょう（李） 

編
集
後
記 

第２２代 韓国国会議員総選挙 在外投票案内 
 

２０２４年４月１０日に実施される第２２代韓国国会議員総選挙に、在日同

胞も投票できます。初めて投票する方は事前に選挙人登録が必要ですので、

期限内に各地の韓国領事館で登録してください。 
 

在外選挙人登録申請期間 ２０２４年２月１０日まで 

投票期間      ２０２４年３月２７日～４月１日まで 
 

手続きの詳細は在外選挙 中央選挙管理委員会ホームページでご確認ください 
https://www.nec.go.kr/site/abroadja/main.do# 

選挙案内ビラを作成しました。下記からダウンロードできますので、ぜひご活用ください 

https://chuo.korea-htr.org/plan/1820/ 

https://www.nec.go.kr/site/abroadja/main.do
https://chuo.korea-htr.org/plan/1820/



